
 

令和５年愛知県クリーニング師試験問題 
 

 

令和５年11月17日 

試験時間 午前10時 ～ 午前11時 

 

 

◎ 指示があるまでは開いてはいけません。 

 

 

 

注      意 

 

１ この試験は、問題用紙と解答用紙が別になっています。答は必ず解答用紙の答の欄

に書き入れてください。問題用紙に答を記入しても正解になりません。 

２ 問題用紙は１ページから13ページまであります。試験開始後に確かめてください。 

３ 解答用紙に受験番号と氏名を書き入れてください。 

４ 各問題とも答を一つ選んで、その番号を解答用紙の答の欄に書き入れてください。 

下の解答方法（例）を参考にしてください。 

５ 解答用紙の記入は、鉛筆又はシャープペンシルを使ってください。まちがって書い

たときは、消しゴムできれいに消してください。 

６ 問題用紙は持ち帰っても結構です。 

７ 試験時間中は、全て試験官の指示に従ってください。 

 

 解答方法（例） 

 

［問題］                   ［解答用紙］ 

問１ 次のうち、愛知県の県庁所在地はどれか。 

  

１ 名古屋市 

２ 豊 田 市 

３ 岡 崎 市 

 

  

 答 

問１ １ 

問２  

問３  
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衛生法規に関する知識 

問１ 次は、「クリーニング業法」第１条の条文であるが、（  ）にあてはまる語句

のうち、正しいのはどれか。 

 

  「この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必要な指導及び取

締りを行い、もつてその経営を（  ）に適合させるとともに、利用者の利益の擁

護を図ることを目的とする。」 

 

１ 認定基準 

 

２ 公共の福祉 

 

３ 環境衛生上必要な事項 

 

 

 

 

 

 

問２ 次は、「クリーニング業法」第２条で規定する定義に関する記述であるが、誤り

はどれか。 

 

１ クリーニング業には、溶剤又は洗剤を使用して、皮革製品を解体して洗濯する

営業を含む。 

 

２ クリーニング師とは、都道府県知事がクリーニング師試験に合格した者に与え

る免許を受けた者をいう。 

  

３ クリーニング所には、洗濯物の受取及び引渡しのみを行うための営業者の施設

を含む。 
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問３ 次は、「クリーニング業法」で規定する処分に関する記述であるが、正しいのは

どれか。 

 

１ 都道府県知事は、クリーニング師がクリーニング業に関し犯罪を犯して罰金の

刑に処せられたときは、その免許を取り消さなければならない。 

 

２ 都道府県知事（注）は、営業者がクリーニング所を清潔に保っていないと認め

るときは、期間を定めず営業の禁止を命ずることができる。 

 

３ 都道府県知事（注）は、洗濯物の処理の業務に従事する営業者が伝染性の疾病

にかかり、その就業が公衆衛生上不適当と認めるときは、期間を定めてその業務

を停止することができる。 

 

（注） 「地域保健法」に基づく政令で定める市又は特別区については、「都道 

府県知事」を「市長又は区長」と読み替える。 

 

 

 

 

 

 

問４ 次は、「クリーニング業法」及び「クリーニング業法施行規則」で規定する利用

者に対する営業者の説明義務等に関する記述であるが、正しいのはどれか。 

 

１ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをするに際しては、厚生労働省令で定める

ところにより、利用者に対し、苦情の申出先を明示しなければならない。 

 

２ クリーニング所を開設しないで洗濯物の受取及び引渡しをすることを営業とし

ようとする車両を用いた店舗においては、苦情の申出先として必要な事項を車内

の見やすい場所に掲示しなければならない。 

 

３ 営業者は、洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、あらかじめ、利用

者に対し、洗濯物の処理方法等を記載した書面を配付しなければならない。 
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問５ 次は、「クリーニング業法」第３条で規定する営業者が講じなければならない衛

生措置等に関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ 洗濯物をその用途に応じ区分して処理しなければならない。 

 

２ クリーニング所以外において、営業として洗濯物の処理を行い、又は行わせて

はならない。 

 

３ 洗濯物の洗濯をするクリーニング所には、業務用の機械として、洗濯機を２台 

以上備えなければならない。 

 

 

 

 

 

 

問６ 次は、「クリーニング業法」で規定する消毒を要する洗濯物（伝染性の疾病の病

原体による汚染のおそれのあるものとして厚生労働省令で指定する洗濯物）に関す

る記述であるが、正しいのはどれか。 

 

１ 消毒を要する洗濯物は、洗濯の後に消毒しなければならない。 

 

２ 営業者に引き渡される前の消毒の有無にかかわらず、おむつは、消毒を要する 

洗濯物に該当する。 

 

３ 営業者に引き渡される前に消毒されていないタオルは、消毒を要する洗濯物に 

該当する。 
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問７ 次は、「クリーニング業法」及び「クリーニング業法施行規則」で規定するクリ

ーニング師の研修に関する記述であるが、正しいのはどれか。 

 

１ クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に従事した後１年以

内に都道府県知事が指定した研修を受けるものとされている。 

 

２ クリーニング師が営業者であって、自ら、主として一のクリーニング所におい

てその業務に従事するときは、都道府県知事が指定した研修を受けたものとみな

される。 

 

３ クリーニング所の業務に従事していないクリーニング師は、３年を超えない期

間ごとに都道府県知事が指定した研修を受けるものとされている。 

 

 

 

 

 

 

問８ 次は、「クリーニング業法」及び「クリーニング業法施行規則」で規定する営業

者の届出に関する記述であるが、正しいのはどれか。 

 

（注） 「地域保健法」に基づく政令で定める市又は特別区については、この問  

題中の「都道府県知事」は「市長又は区長」と読み替える。 

 

１ クリーニング所を開設した者は、営業を始めてから10日以内に、その旨を都道

府県知事に届け出なければならない。 

 

２ 営業者は、クリーニング所を廃止したときは、速やかにその旨を都道府県知事

に届け出なければならない。 

 

 ３ クリーニング所を開設しないで洗濯物の受取及び引渡しをする営業を始めた者

は、速やかにその旨を都道府県知事に届け出なければならない。 
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問９ 次の法律とその法律で規定する事項の組み合わせのうち、誤りはどれか。 

 

１ 「建築基準法」   ──── 引火性溶剤を用いるドライクリーニング工場 

の立地の制限 

 

２ 「大気汚染防止法」 ──── フロン類の管理の適正化のための措置 

 

３ 「労働安全衛生法」 ──── 労働災害の防止のための危害防止基準の確立 

 

   

 

 

 

 

問10 次は、「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」に関する記述であ

るが、正しいのはどれか。 

 

１ クリーニング所において、特定プラスチック使用製品である衣類用ハンガーを

消費者に提供する場合は、必ず有償としなければならない。 

 

２ 特定プラスチック使用製品提供事業者の業種には、洗濯業が含まれる。 

 

３ 特定プラスチック使用製品には、再生プラスチックを使用した衣類が含まれ

る。 
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公衆衛生に関する知識 

問11 次のグラフは、人口動態統計（厚生労働省）による、我が国における主な死因別

にみた死亡率の年次推移であるが、ア、イ、ウにあてはまる死因の組み合わせのう

ち、正しいのはどれか。 

 

       ア        イ        ウ 

１  悪性新生物     心疾患       老衰 

 

２  悪性新生物    脳血管疾患      肺炎 

 

３   心疾患       老衰       肺炎 
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問12 次は、ＷＨＯ（世界保健機関）憲章の前文の一部であるが、（  ）にあてはま

る語句の組み合わせのうち、正しいのはどれか。 

 

「健康とは、完全な（ ア ）、（ イ ）及び社会的福祉の状態であり、単に疾

病又は病弱の存在しないことではない。」 

 

      ア      イ 

１  肉体的    精神的 

 

２  経済的    文化的 

 

３  肉体的    文化的 

 

 

 

 

問13 次は、ノロウイルスとその感染症に関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ 潜伏期間（感染から発症までの時間）は一般に７日程度と長く、主な症状は吐

き気、嘔吐、下痢、腹痛であり、発熱は軽度である。 

 

２ 消毒用エタノールでは、ノロウイルスを完全に失活化させることはできない。 

 

３ 令和４（2022）年の食中毒統計調査（厚生労働省）による我が国の食中毒発生

状況では、ノロウイルスを原因とする患者数が最も多い。 

 

 

 

 

問14 次の記述のうち、正しいのはどれか。 

 

１ 総合的有害生物管理（ＩＰＭ）の手法によるねずみ・害虫等の防除は、それら

の発生状況にかかわらず定期的に薬剤により防除するものである。 

 

２ 日本脳炎の病原体は、我が国では主にコガタアカイエカにより媒介されるが、

その感染症予防には、日本脳炎の不活化ワクチンが有効である。 

 

３ 重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）の病原体の主な媒介生物は、ネッタイ

シマカである。 
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問15 次は、「クリーニング所における衛生管理要領」（厚生労働省）で規定する、指

定洗濯物（伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれのあるものとして厚生労働省

令で指定する洗濯物）の一般的な消毒方法に関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ 過酢酸による消毒は、過酢酸濃度150ppm以上の水溶液中に60℃以上で10分間以

上浸すこと又は過酢酸濃度250ppm以上の水溶液中に50℃以上で10分間以上浸すこ

と。 

 

２ 熱湯による消毒は、70℃以上の熱湯に10分間以上浸すこと。 

 

３ 塩素剤による消毒は、さらし粉、次亜塩素酸ナトリウム等を使用し、その遊離

塩素250ppm以上の水溶液中に30℃以上で５分間以上浸すこと（この場合終末遊離

塩素が100ppmを下らないこと。)。 

 

 

 

 

 

問16 次の感染症とその病原体の種類の組み合わせのうち、正しいのはどれか。 

 

１ デング熱、インフルエンザ ──── ウイルス 

 

２ 結核、ペスト       ──── 真菌 

 

３ 麻しん、疥癬
かいせん

       ──── 細菌 

 

 

 

 

 

問17 次の記述のうち、誤りはどれか。 

 

１ オゾン層破壊の原因となる特定フロン（ＣＦＣ、ＨＣＦＣ）を用いた冷凍空調

機器は、現在日本国内では、製造が禁止されている。 

 

２ 代替フロン（ＨＦＣ）は、オゾン層破壊の原因とはならないが、温室効果が高

いため生産及び消費が規制されている。 

 

３ オゾン層は、太陽からの赤外線の大部分を吸収することで、地球上の生物への

赤外線の影響を防いでいる。 
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問18 次の記述のうち、誤りはどれか。 

 

１ 微小粒子状物質（PM2.5）は、肺の奥深くまで入りやすいため、呼吸器系への

影響が懸念されている。 

 

２ 光化学スモッグの発生は、気象の影響を強く受け、特に冬期に多い。 

 

３ ＶＯＣ（揮発性有機化合物）とは、大気中に排出され又は飛散したときに気体

である有機化合物の総称であり、光化学オキシダントや微小粒子状物質（PM2.5）

の原因物質の一つである。 

 

 

 

 

 

問19 次のうち、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の診断基準の項目に該

当しないのはどれか。 

 

１ 腹囲 

 

２ 空腹時血糖値 

 

３ ＢＭＩ（体格指数） 

 

 

 

 

 

問20 次の記述のうち、誤りはどれか。 

 

１ 生活習慣病は、食習慣、運動習慣、休養、喫煙、飲酒等の生活習慣が、その発

症・進行に関与する疾患群のことである。 

 

２ タバコの煙には、約70種類の発がん性物質が含まれており、喫煙は肺がん、慢

性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）などの原因となるが、早産や胎児発育遅延との因果

関係は示唆されていない。 

 

３ アルコール依存症は、長期間多量に飲酒した結果、アルコールに対し精神依存

や身体依存をきたす精神疾患である。 
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洗濯物の処理に関する知識 

問21 次の日本産業規格 JIS L 0001:2014に規定する繊維製品の取扱いに関する表示記

号とその意味の組み合わせのうち、正しいのはどれか。 

 

 表示記号 意 味 

１ 

 

洗濯処理後のタンブル乾燥処理ができる。 

高温乾燥：排気温度の上限は最高60℃。 

２ 

 

ぬれつり干し乾燥がよい。 

３ 

 

ウエットクリーニング処理ができる。非常に弱い処理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22 次の繊維素材のうち、その標準的なアイロン仕上げの上限温度が最も低いのはど

れか。 

 

１ アクリル 

 

２ 綿 

 

３ ポリエステル 
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問23 次は、シミに関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ シミ抜きに応用する基本作用は、溶解作用、化学作用、酵素作用及び潤滑作用

の４作用である。 

 

２ 水溶性のシミは、一般に生地が透けて見え、手ざわりが柔らかく、シミの周囲

の輪郭は、はっきりしていないものが多い。 

 

３ 油性のシミに使用するシミ抜き剤として、モノクロロベンゼン、シンナー、ア

セトン、酢酸アミル等がある。 

 

 

 

 

 

問24 次は、皮革に関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ 皮革は、大別すると表皮の銀面と裏皮のスエードに分けることができる。 

 

２ 皮革のクリーニングには、石油系溶剤又はテトラクロロエチレンを使用し、皮

革用の特殊な洗剤や加脂剤を添加して行う方法がある。 

 

３ 銀面のクリーニングでは、前処理としてサンドブラスト（加圧式噴砂機）を用

いて汚れを除去する必要がある。 

 

 

 

 

 

問25 次は、天然繊維に関する記述であるが、正しいのはどれか。 

 

１ アンゴラは、アンゴラ山羊からとれる毛で、繊維は太く長く、白色で光沢と弾

力がある。 

 

２ キャメルは、南米ペルーの高地に住むラクダ科の動物の毛で、繊維はやや太

く、光沢とぬめり感がある。 

  

３ 絹は、天然繊維では唯一の長繊維（フィラメント）であり、発色が鮮やかで、

しなやかさと吸湿性に優れる。 
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問26 次は、ドライクリーニングの仕上げに関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ 軽い品物に対して、上ごてを下ろしたまま、下ごて蒸気を使用するとシワがで

きにくい。 

  

２ 高い蒸気圧（0.6～0.7MPa）は、素材の収縮事故の原因となる。 

  

３ 上ごて蒸気は、プレスをしながら蒸気をあてるので、生地の張りを保ち、形を

決める仕上げに適する。 

 

 

 

 

問27 次は、洗剤に関する記述であるが、正しいのはいくつあるか。 

 

ア 界面張力を下げる働きを持っている。 

 

イ 固形粒子（土砂、ホコリ等）を、水あるいは油の中に均一かつ安定に分散する

働きを持っている。 

 

ウ アニオン系とカチオン系を併用すると、本来の効能が相殺されることがある。 

 

１ １つ 

 

２ ２つ 

 

３ ３つ 

 

 

 

 

問28 次は、ドライクリーニング溶剤に関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ 比重が小さいほど、たたき洗い効果が小さく、衣料を傷めない。 

 

２ カウリブタノール値（ＫＢ値）が小さいほど、油溶性の汚れに対する洗浄力が

大きい。 

 

３ 粘度、表面張力が小さいほど、衣料に浸透しやすい。 
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問29 次は、繊維加工に関する記述であるが、正しいのはどれか。 

 

１ モアレ加工とは、絹、レーヨン、アセテート等のフィラメント織物に、木目や

波形、あるいは雲状の模様を付ける加工である。 

 

２ はっ水加工とは、布に水がしみて濡れることを防止する加工であり、水も空気

も完全に通さない。 

 

３ 減量加工（アルカリ減量加工）とは、未染色の綿糸や綿織物を緊張状態で水酸

化ナトリウム濃厚液により処理し、繊維に絹様の光沢を与える加工である。 

 

 

 

 

 

問30 次は、ラメ糸に関する記述であるが、誤りはどれか。 

 

１ ポリエステルやナイロンのベースフィルムにアルミニウムや銀等の金属を蒸着

した糸である。 

 

２ 酸性、アルカリ性の薬剤や物質が作用しないよう注意し、水洗いする場合は中

性洗剤を使用する。 

  

３ 丈夫であり、着用やクリーニングによる摩擦に強い。 

 


